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概要

 財 ・サー ビスのCO2負 荷 を対象 とするライ フサイクルアセスメン ト(：LCA)は 数多 くなされて

お り、生産者に とって技術導入 にかんする有効的な指標 となっている。：LCAの 基礎的データの1

つが、財 ・サー ビスに対する需要によって生産活動 とともに誘発 されるCO2排 出量である。この

データは、技術導入のために投資が行われた際に、生産の波及 を通 してどの程度のCO2が 排出さ

れるかを示すことができる。

 本稿では、現在得 られ る最新かつ包括的なデータベー一スである1995年 環境分析用産業連関表 を

もちいて、財 ・サー ビスに対する需要によって誘発 されるCO2排 出量を推計 し、生産者向けの環

境情報 を提示 している。



1995年 環境分析用産業連関表による

  生産誘発CO2排 出量の推計

中野諭*

2000年7月

1 は じめ に

 財 ・サー ビスのCO2負 荷 を評価する際に、その対象 とする範囲を明確にする必要があるだろう。
その範囲を期間で考えれば、財およびサー ビスが土か ら生まれて、やがて土にかえるまで とする

のが ：LCA(ライフサイクルアセスメン ト)の基本的な考え方である。 この考えにもとづけば、財 ・
サー ビスが消費 され る段階で排 出されるCO2量 のみな らず、生産過程で排出され るものも推計す

ることが望 ましい。それでは、対象 とする経済活動(ア クテ ィヴィテ ィ)の 範囲は どこまで考慮す

ればよいのだろうか。

 財 ・サー ビスの需要は、それ を生産するため に必要な財 ・サービスの需要を誘発する。誘発さ
れた需要は、またその生産に投入される財 ・サー ビスの需要 を誘発するとい うように、経済活動
全体 に波及 してい く。たとえば、家計 において灯油の需要が発生すれば、それは灯油を生産する

石油製品部門のみな らず、流通過程 における小売 ・卸売部門や運輸部門など他の経済活動に対す

る需要を誘発 する。 さらに、石油製品部門では原油をは じめ として、灯油の原材料 に対する需要

が発生 する。 また、運輸部門では燃料 としてのガソリンなど、運輸サー ビスに必要な原材料 に対

する需要が発生 してい くというようにである。 したが って、経済活動にともな うCO2の 排 出も、

誘発される需要を通 して波及 する。さ らに、灯油の場合は家計で消費される際にもCO2が 排出さ

れる。このように分析の対象 とする財 ・サービスの経済活動だけではな く、それによって誘発され

る他の経済活動 も分析範囲に含めるべ きであろう。

 こうした考えにもとつ く生産誘発CO2排 出量の推計は、慶應義塾大学産業研究所環境問題分析
グループによって、すで に1985お よび1990年 の環境分析用産業連関表 【1]においておこなわれて

いる。

 本稿では、 まず1995年 環境分析用産業連関表[2]を もちいた生産誘発CO2排 出量の推計方法 を
述べた上で、推計結果について吟味 してい く。

ホ慶應義塾大学大学院商学研究科
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2 生 産 誘 発CO2排 出 量 の 推 計 方 法

 財 ・サービスに対する需要が、経済活動全体に波及していくのは前節で述べた通りである。こ
のような財・サービス需要の波及構造を表すのには産業連関表のオープンモデルが適しており、次

式のように表される。

X=(1一(1-M)A)一i((1-M)FD十EX)

ただ し、

X

I

M

A

FD ：

EX

国内総生産ベクトル

単位行列

輸入係数行列

投入係数行列

国内最終需要ベクトル

輸出ベクトル

 経済活動に ともなってCO2が 排出されるので、上式にもとづき、財 ・サー ビスの生産1単 位 当

た り誘発CO2排 出量は以下のように推計で きる。ただ し、1995年 生産者価格表示100万 円を1単

位 としている。 また、 ここでいう生産過程か らのCO2排 出係数 とは、第jア クテ ィヴィテ ィの総

CO2排 出量を第jア クテ ィヴィティ国内総生産で除 したものである。そ して、消費過程か らのCO2

排出係数は、第j財 ・サー ビス生産1単 位 を消費 した際のCO2排 出量である1。

002ゴ ー(CO2p(1一(1-M)A)一1+002∫)亀

ただ し、

002ゴ

002ヲ

002∫

も

第 ゴ財 ・サー ビス国内生産額1単 位 あた りの誘発CO2排 出量

第 ゴ財 ・サー ビスの生産過程か らのCO2排 出係数

第 ゴ財 ・サー ビスの消費過程か らのCO2排 出係数

第 ゴ要素のみ1で その他の要素が0で あ る最終需要ベ ク トル

 1消 費過程か らのCO2排 出係数を推計するための財 ・サー ビスの単価は、以下のように計測 している。一般炭 ・亜

炭 ・褐炭、原料炭、原油およびLNGに つ いては、まず 『1995年 日本貿易月表』[3]か らそれぞれに対応する品目を取 り

出し、これらの品目の輸入価額を輸入数量で除したものを、輸入数量をウェイ トとして加重平均 する。次に、一般 炭 ・
亜炭 ・褐炭、原料炭、原油およびLNGの 関税 ・輸入商品税率を 『1995年 産業連関表』「取 引額基本表」[4]か ら計算 し

(た だし、LNGに かん しては天然ガスの数値を使用 している)、 日本貿易月表から求めた数値に乗 じて単価 としている。

また、天然 ガス、揮発油、ジェッ ト燃料油、灯油、軽油、A重 油、 B重 油 、 C重 油、ナフサ、液化石油ガス、オイルコー
クス、コークス、粗ベンゾール、コールタール、コークス炉ガスおよび都市ガスについては、『1995年 産業連関表』「部

門別品 目別国内生産額表」に記載されている単価をもちいている。ただ し、対応する品目分類 が細分化されている場合

には、それ らの生産数量をウェイ トとして単価 を加重平均 している。練炭お よび豆炭 については、『1995年 産 業連関表』
より単価を得 られないため、『1990年 産業連関表』「部門別 品目別 国内生産額表」の単価 と、『昭和60一 平成2-7年 接 続

産業連関表』[5]に お けるその他 の石炭製品の国内生産額デ フレー タをもちいて、1995年 の 単価 を推計 している。
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3 推計結果

 ここでは、推計 された財 ・サ.__...ビス別 の単位 あた りの誘発CO2排 出量について考察する2。対象

とした部門の具体的数値については、付表を参照 していただ きたい。

 まず、生産1単 位あた り誘発CO2排 出量の上位部門 と下位部門を見てみ よう。上位20部 門で

は、石炭製品、石油製品などエネルギー品 目がほ とんどを占めている。これ らの財は燃料 としても

ちい られるので、消費過程 においてもCO2が 発生する。 また、セメン トや 自家発電な ど生産過程

で多 くのエネルギーを投入する財の誘発CO2排 出量が大 きくなっている。生産1単 位 あた りの誘

発CO2排 出量が大 きい理 由は次の2つ に大別 されるだろう。一つは、財 ・サー ビスのエネルギー

効率 自体が低いことである。もう一つは、エネルギー効率の低いプロセスで生産 された財 ・サービ

スを多 く投入 していることである。 こう した上位部門の構成は、順位の変動があるものの1990年

と比べほ とんど変化 していない。各 年のデー タは名 目金額 あた りの誘発CO2排 出量であるため、

その まま数値を比較で きないが、オイル コー クス、コー クス、石炭 といった財の誘発CO2排 出量

が、1990年 に比べ1995年 では2倍 程度になっている。この理由の一つ として、これ らの財の単価

.がこの5年 間で約半分になっていることが挙げ られ る。

 下位20部 門については、たば こを除いてサービスによって占め られる。 これ らのサー ビスにっ

いては、原材料 として燃料をほ とんど必要 としない。また、下位部門についても、その構成は1990

年 とほ とんど変わ りがない。

埀1： 生産1単 位 あた りの誘発cg2排 出量、よ位2墜 部門.(単位 ：kg-CO2/生 産者価格100万 円(名 目))

部 門 番 号

211101

071101

071101

212101

212101

212101

211101

072101

211101

211101

211101

211101

211101

212101

212101

211101

212101

252101

511104

201101

1995年

           生産過程  消費過程部門名

オイルコークス

原料炭
一般炭

コー丿レター丿レ

コークス

粗ベンゾール
C重 油

原油

ナフサ

B重 油

A重 油

ジェヅト燃料油

液化石油ガス
コークス炉ガス

練炭

灯油

豆炭

セメント

自家発電

アンモニア

9

2

9

8

6

2

8

1

8

8

0

9

6

1

8

3

9

0

0

0

35

18

05

57

82

44

00

56

09

10

67

90

52

28

44

21

75

6

7

8

9

4

8

1

0

5

2

9

7

4

4

1

6

0

59

51

娼

28

25

17

21

20

16

16

14

13

13

5

5

12

4

菊

50

50

67

67

67

菊

00

菊

45

45

45

菊

67

67

45

67

87

44

16

β

2
'2
'
β

β

β

β

β

β

β

β

β

β

β

β

β

β

ρ
'
μ

沿

4

7

7

四

79

四

4

2

4

4

4

4

4

四

79

4

η

08

99

66
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 合 計

soo.70s

524.432

495.309

369,445

334.694

258.309

215.353

202.862

169,443

166.453

154.015

142.255

138.871

134.148

131.316

130.558

120.627

108,08?

99,744

66,616

部 門 番 号

211101

212101

212101

071.101

07aiol

212101

07iioi

211101

211101

211101

211101

211101

211101

211101

252101

511104

072101

212101

212101

212101

1990年     冖   一一 一一.』一一一一'一 一

                     一否計           生産過程  消費過程部門名

オイルコークス

コー丿1!ター丿レ'

コークス
ー一般炭

原油

粗ベンゾール

原料炭

C重 油

B重 油

A重 油

ナフサ

液化石油ガス

ジェヅト燃料油

灯油

セメント

自家発電

天然ガス

コークス炉ガス

練炭

Q炭

0

5

5

8

6

5

8

0

0

0

0

0

0

0

4

8

1

5

5

5

0

2

2

9

5

2

9

0

0

0

0

0

0

0

4

4

1

2

2

2

2

4

4

5

6

4

5

2

2

2

2

2

2

2

8

5

7

4

4

4

3

7

7

6

2

7

6

3

3

3

3

3

3

3

4

4

2

7

7

7

 

3

3

、
 

3

 

 

 

 

 

 

 
 
8

8

 

3

3

3

8

9

2

0

2

8

8

2

2

6

8

6

6

8

0

0

0

3

4

7

4

6

4

6

0

3

6

8

1

9

1

6

8

0

3

0

6

8

7

8

0

3

1

7

1

2

1

7

8

7

5

8

2

4

4

9

5

3

2

3

6

5

5

0

3

2

1

0

0

9

9

9

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

?1,802

35,310

33,879

26,840

8

4

7

8

8

3

6

2

2

6

8

6

5

8

4

8

3

5

4

5

30

06

26

66

99

姐

24

06

90

03

26

58

31

99

84

54

51

73

30

26

24

η

99

63

60

44

42

32

15

08

07

02

98

96

84

84

74

72

71

64

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 2産業連関表の若干の修正：粗鋼(転 炉 ・電気炉)部 門にかんする自家発電の投入量、単価および生産動態統計などか
ら考えると、『1995年産業連関表』では粗鋼(転 炉)と 粗鋼(電 気炉)に 対する自家発電投入額が逆になっている可能性

がある。そこで簡易な修正方法として投入額を入れ替え、その差を営業余剰で調整するという方法をとった。結果とし

て、投入係数行列が変化することになる。
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部門番号  部門名              生産過程一822
06『 一天支萪孛研究機関 (産秦丁.}. 『一“ 一7661

熱 年華1単 髄 たりり醗q鯛 睡 下塑 鰓 雌kg：qQ2/鍵 者価髄 噸(名 助

641102

641101

1嬲

嬲83
851902

851901

71
62嬲

§翻 量
822102

851301

731202

114101

s21101

642101

851904

不動産賃貸業
不勤産仲介 ・管理業
生命保険
国内電気通信(除 移動通僭)
その他の対事業所サービス
その他の通信サービス
法務 ・財務 ・会計サービス
建物サービス
その他の水運付帯サービス
損害保険
人文科学研究機関(非 営利)★ ・
貸自動車業
人文科学研究機関(国公立)★ ★
物品賃貸業(除 貸自動車)
移動通信
たばこ
金融
住宅賃貸料
労働者派遣サービス

3

3

1

1

7
6

2

2

2
8

2

6

9
8

5

1

2

6

9

6

2

0

9

8

7

7

1

1
0

5

1
0

0

0

9

7

0

3

7

7

7

6

6

6

6

6

6
6

5

5

5

5

5

4

4

2

1

消費過程  合計  部門番号

  .「 一 テ召召}'85箆62-

  0   763   822102

  0   723   021101

  0   701   851902

  0   691   641102

  0    687    732103
  0   676   822104

  0   672   73120

       ユり      るユむ

講 爨il
  8 珪9 含}弖8}

  8 餮  8蝨8互

一部門名
ニュース供給 ・興僭所   一. 一

人文科学研究機関(国 公立)★ ★
育林
法務 ・財務 ・会計サービス
不勤産賃貸業
有線放送
人文科学研究機関(非 営利)★
国内電気通信
たばこ
不動産伸介・管理業
学校教育(国公立)
物品賃貸業(除貸自動車)
建物サービス
損害保険
貸自動車業
水運付帯サービス(産業)
金融
生命保険
住宅賃貸料
労働者.ifs造一サーζろ

生産過程  消費過程  合計

 765        6   765一}'

 747        .0   747

 745      0  745

 737      0  737

 677      0  677

  ア           ア 

 81  861Z

 ε鬢  8 1

 嬲  8 1

 欝  8含 、1
 532    .   0   532 45
0      0  450

 444      0  444
 423      0  423
 306      0  306
 116      0  116

 『1995年 環境分析用産業連関表』によれば、財 ・サー ビスの生産過程の うちでCO2排 出量が多
い部門を見 ると、上か ら電力 ・ガス ・熱供給、運輸、鉄鋼、窯業 ・土石製品、石油 ・石炭製品部門

というようになっている。次にこれ らの部 門で生産されてい る財 ・サー ビスの生産1単 位あた り

誘発CO2排 出量を部門別 に見てみよう。ただ し、単位はkg-CO2/1995年 生産者価格表示100万

円である。

 電力 ・ガス ・熱供給部門(図2)を 見る と、 自家発電が99.7t-CO2で 非常に大 きな数値になってい
る。自家発電の数値が事業用発電 に比べて大 きいのは、なぜだろうか。『1995年 産業連関表』「部

門別品 目別国内生産額表」おける電源構成は、図1の ようになっている。このような電源構成 の

もとで、発電量当た りのCO2排 出量を比較すると、事業用発電で410 .8t-CO2/100万kw、 自家発

電で465.9t-CO2/100万kwと なってお り、 自家発電の方がエネルギ.一一効率が低いごとがわかる3
。

また、都市ガスでは生産過程か らのCO2排 出量が小さいが、消費過程か らのCO2排 出量が大 き

くなっている。

     自家発 電
       14X

水力・その他の

事 業羆発電 麟 ：鹽冒
..,

       覧  事業用原子力発電
     ゴヘハ き      

孅 ・…ミ蕊ミ：蠻

事業用火力発電
  48%

図1：1995年 にお け る電 源構 成(合 計886,423百 万kw)

3発覯 当たりのc6
・掘 量ばlr1995年 巓 分析腱 糶 臟 』から得られる翻 別c。 、排出量を、それぞれの

発電量で除したものである。
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 運輸部 門(図3)で は、航空輸 送 が15.1t-CO2で もっとも大 きい。ついで、外 洋輸送 で11.8t-CO2、

自家用貨物 自動車輸送で11.lt-CO2、 自家用旅客 自動車輸送で10.4t-CO2、 沿海 ・内水面輸送で

9・5t-CO2と 大 き くなっている。ここで運輸部門におけるエネルギー効率 を見るために、 r運 輸経

済統計要覧』[6]の データをもちいて輸送 トンキロお よび輸送人キロベースでのCO2排 出量(表3 、
4)を 計測 した4。貨物輸送でみれば、鉄道貨物輸送、沿海 ・内水面輸送のエネルギー効率が高 く

、
道路貨物輸送、 自家用貨物 自動車輸送、航空輸送では低 くなっている。また、旅客輸送で考 える

と、鉄道旅客輸送、バス、自家用旅客 自動車輸送でエネル ギー効率が高 く、航空輸送、ハイヤー ・

タクシーで低 くなっている。

表3：輸送機関別貨物輸送 トンキロあたりCO2排 出量(単 位：t-CO2/100万 トンキロ)

      輸送機関名      輸送 トンキロあたりCO2排 出量 一

      鉄道貨物輸送                   4.9一

      道路貨物輸送            、     191.1

      自家用貨物自動車輸送             461.1

      沿海 ・内水面輸送                47.5

      航空輸送                   5279.8

表4： 輸送機関別旅客輸送人キロあたりCO2排 出量(単位：t-CO2/100万人キロ)

     輸送機関名       輸送人キロあた り℃6至嘉画量.'

     鉄道旅客輸送                 2.4一『

     バス                         54.5

     ハイヤー ・タクシー             1,007.4

     自家用旅客自動車輸送             55.7

     航空輸送                  245.1

 鉄鋼部門(図4)で は、銑鉄で66.3t-CO2と 大きい；。銑鉄か ら粗鋼、圧延鋼材 というように加工

度があが り、単価が上昇 するにつれて、生産1単 位当た り誘発CO2排 出量は減少 している。

 窯 業 ・土石 製 品部 門(図5)で は、 セメ ン トで108.1t-CO2と 非 常 に大 きい。 窯業 ・土石 製 品部 門

において も、鉄鋼部門同様、セメン トから生コンク リー ト、セメン ト製品 と加工度があがると、誘

発CO2排 出量は減少 している。

 石油 ・石炭製品部門(図6)に おいては、全体的に生産過程 からよ りも消費過程か らのCO2排 出
量 の割 合 が大 きい 。な かで もオィ ル コー クスは、600.7t-CO2で もっ とも大 きい。つ いで 、 コー ル

タール で369.4t-CO2、 コー クスで334.7t-CO2と な って い る。

 4ただし、沿海 ・内水面輸送におけるフェリー、および外洋輸送については、データを得られなかったため考慮して
いない。また、輸送 トンキロおよび輸送人キロデータは、年度データであるが、暦年データの近似値として使用してい

る。ここでいう輸送 トンキロおよび輸送人キロあたりのCO2排 出量とは、『1995年環境分析用産業連関表』から得 ら
れる輸送機関別CO2排 出量を、それぞれの輸送 トンキロおよび輸送人キロで除したものである。

5



膣翻

一一 亅

□

熱
供
給
業

 
 
」

ミ
己

都
市
ガ

ス

『膕・
T

》

● 
,

'

'
卓

榊

㌔
鞘
、
 

 

㍗
鋲

・ 

襲

婁
婁

護

罫
継

亠

蛭1
  

 

.
…

欄
 

 

、 

 

 

.

自
家

発
電

事
業
用
電
力

00,000

90,000

80,000

70.000

60,000

50,000

40.000

30.000

zo.ooo

10,000

    0

図2： 電力 ・ガス ・熱供給部門の誘発CO2排 出量

り。.。 

 
”

夛

・
瞼

 

 聖
、3

堂
 

診

霧

謹

 

 

り
謹

旅
行

.
そ

の
他

の
運
輸
付
帯

サ
亠

ス

 

鬪
…
そ

の
他

の
航
空
付
帯

サ
ー
ビ

ス

 
 
ユ

困
囃
瀏

航

空
施
設
管

理

(
産

業

)

囲
囲
国
航
空

施
設
管

理

(
国

公
営

)
★
★

 

齠

そ

の
他

の
水

運
付
帯

サ
ー
ビ

ス

闥
翻

水
運
施

設
管

理
★
★

 
頤
馴
道
路
輸

送
施
設
提

供

 
 
ヨ

霞

駟

こ
ん
包

 
 
 
盈

農

副
齟

貨
物
輸
送

取
扱

・
.響
 
航

空
輸
送

一國

港
湾
運
送

♂
、

S：

罫
♂

罅

縞

甥

 

..
沿
海

.
内
水

面
輸
送

慧
. 

外
洋

輸
送

 
・・
自
療

用
貨
物
自

動
車
輸
送

 
 

自
家

用
旅
客
自

動
車
輸
送

翻

圜

臘

道
鏨

物
輸
送

圜
…園
園
…鬨
劇

團

ハ
イ

ヤ
ー

・
タ

ク
シ
ー

 

 
 
翩

鬪
鬮

バ

ス

 

 

圜

鬮

圍

田
鉄

道
貨
物
輸

送

 

 
 
 
 

 

鉄

道
旅
客
輸

送

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

s.ooo

4.000

2,000

0

図3： 運輸部門の誘発CO2排 出量

6



 
 

囲国

そ
の
他
の
鉄
鋼
製
品

L

 
 

「
釀
監

鉄
鋼

シ

ャ
ー

ス
リ

ツ
ト
業

劇

劇

勲

鋳
鉄
品
及
び
鍛
工
品

(鉄

)

 

 

 

 

ユ

劇

圏

皿
鋳
鉄
管

 
 
 
 

上

 

凹
闘

U
鋳
鍛
鋼

 

 

 

 

ヨ

 
 

鬨

襯

め

っ
き
鋼
材

 
 
 
 

⊥

圏

幽

冷
間
仕
上
鋼
材

』

.

.

劇

胴劇

劇

圜
熱
間
圧
延
鋼
材

麟
圏

瀏

粗
鋼

(電
気
炉

)

 
粗
鋼

(
転
炉

)

蔆

◆.。.
騨
 

…む

●ゼ

・、

、
ジ

む、

曹

 

 

フ

ェ
ロ

ア

ロ
イ

 

■

・ 

銑

鉄

70,000

60.000

50.000

40,000

30.000

20,000

10.000

    0

図4： 鉄鋼部門の誘発CO2排 出量

ゼ

 

'

驫

瓢

.

 

 

 

ヨ

圓

目

そ
の
他
の
窯
業

.
土
石
製
品

 
 
 

⊥

 
 
 
齟

研
磨
材

 
 
 

ヨ

 
 

翻

炭
素

.
黒
鉛
製
品

 
 
 

ヨ

 
 

翩

そ
の
他
の
鏤

用
土
石
製
品

 
 
 

ユ

 
 
劇

耐
火
物

 
 
 
上

  臨

 
 
 
 

陶
磁
器

 
 
 
 

セ
メ
ン
ト
製
品

 
 
 

⊥

鬪

圏

}
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト

：

 

ユ

 
 
 
 

セ
メ

ン
ト

 

⊥
躑

そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
製
品

 
⊥

驫

ガ

ラ

ス
繊
維

.
同
製
品

 
ヨ
棚

板
ガ

ラ
ス

.
安
全
ガ

ラ

ス

120,000

100.000

80,000

60,000

40,000

zo,ooo

    O

図5： 窯業 ・土石製品部門の誘発CO2排 出量

7



700,000

soo.ooo

500.000

400,000

300,000

200,000

100.000

0 ユ1、圜調 曲 層
液
化

石
油
ガ

ス

ナ

フ
サ

C
重
油

B
重
油

A
重
油

軽
油

灯
油

ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
油

揮

発
油

オ

イ

ル

コ
ー

ク

ス

塵鸚瀏

 
 
 

図
囚
閣
馴
皿

コ
ー
ク

ス
炉

ガ

ス

 
 
 
 
 
 

エ

圜

劇
亂

コ
ー
ル
タ
ー
ル

層

粗
ベ
ン
ゾ
ー
ル

   
脯

熊

 

 

 

 

 

 

⊥

N
…ー

コ
ー
ク
ス

図6： 石油 ・石炭製品部門の誘発CO2排 出量

 また、『1995年 環境分析用産業連関表』 によれば、財 ・サー ビスの生産過程の うちでCO2排 出
量が少ない部門を見ると、上か らその他の公共サー ビス、金融 ・保険、通信 ・放送、鉱業、精密機

械部門である。公共サー ビス、金融 ・保険、通信 ・放送部門では生産1単 位 あた り誘発CO2排 出

量が小さいが、その他はかな らず しも生産1単 位あた り誘発CO2排 出量が小さいわけではない
。

鉱業および精密機械は、ほとん どを海外か らの輸入に依存 している財であった り、国内における生
産シェアが小さい財である。これ らCO2排 出量の少ない部門⑳生産1単 位あた り誘発CO2排 出量

は、以下のようになっている。ただ し、単位はkg-CO2/1995年 生産者価格表示100万 円であ る
。

 まず、公共サー ビスおよび金融 ・保険部門(図7)と 通信 ・放送部門(図8)を 見てみよう。これらの
部 門では、最 も誘発CO2排 出量 が大 きい もので も公共放送 で1 .5t-CO2で あ り、全体 的 に1 .Ot-CO2

前後 と小 さい。

 鉱 業 部 門(図9)で は 、原 料 炭524.4t-CO2、 一 般 炭495.3t-CO2、 原 油202.9t-CO2と い う よ う に 、

対象 と している財 ・サービスのなかでも上位 にはいる。 また〉精密機械部門(図10)で は、その他
の光学機械で2.lt-CO2が もっとも大 き く、全体的には1 .8t-CO2前 後 とそれほ ど小さいわけでは

ない。
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4 お わ りに

 以上のように財 ・サー ビスの生産1単 位あた り誘発CO2排 出量 を見て きたが、これは技術の

：LCAに も応用で きる。

 ある技術のCO2負 荷を評価 する時 には、次の二つのCO2負 荷が考え られる。一一つは、技術 を

導入する際の投資活動にまつわるCO2負 荷である。 またもう一つは、技術 を導入 した後に発生す

る、経済活動(ア クティヴィティ)か らの経常的なCO2負 荷である。前者のような技術 を構成する

投資財のCO2負 荷 を推計するには、本稿で求め られた財 ・サービスの生産1単 位あた り誘発CO2

排 出量が有用であろう。また後者のようなCO2負 荷を考える際 には、導入 による財 ・サー ビスの

投入構造の変化 を反映 させた生産1単 位 あた り誘発CO2排 出量を考える必要があるだろう。

 このように個々の財 ・サー ビスのみな らず、技術の ：LCAを 考える場合 にも、生産1単 位あた り

誘発CO2排 出量が有用なデータであ り、1990年 のデータによる研究はすでに多 くなされている。

また、今後はこの1995年 データをもちいて技術のLCAを お こなってい くことを考えている。
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櫨 鄲 蠍 闢 嬲 町 瓢 躍 躑 蠶 澱 黝 謝 鯔 嬲 蝦 嬲

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 灘 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

砂
利
・
采

砕
石

そ
の
他
の
非
金
属
鉱
物

原
料
炭

一
般
炭

原
油

天
然
ガ
ス

と
畜
(含
肉
鶏
処
理
)

肉
加
工
品

畜
産
び
ん
・
か
ん
詰

動
物
油
脂

酪
農
品

冷
凍
魚
介
類

塩
・
干
・
く
ん
製
品

水
産
び
ん
・
か
ん
詰

ね
り
製
品

魚
油
・
魚
か
す

そ
の
他
の
水
産
食
品

精
穀

製
粉
め
ん
類

パ
ン
類

菓
子
類

農
産
び
ん
・
か
ん
詰

農
産
保
存
食
料
品
(除
び
ん
・
か
ん
詰
)

砂
糖
で
ん
粉

ぶ
ど
う
糖
・
水
あ
め
・
異
性
化
糖

植
物
油
脂

調
味
料

嬲 嬲 鰡 糴 娼 潔 嬲 鰡 嬲 籀 鄭 ㎜ 璢 謝 讒 鍛

3 4 4 7 7 2 2 1 1 2 4 2 4 3 3 2 5 2 1 L , 玖 n 4 n 4 亀 n 4 嵩 4 伍 n 4 n 4

0 0 0

82 59 6 1 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

   ・ ⊥ O F O 噸 ⊥

   7 8 0 0

   1 8 n U ρ O   

F O 」 4 9 召

嬲 麗 灘 縄 驪 糴 螂 鰡 隅 黷 繝 脚 嬬 謝 畿 撒

3 4 4

24 95 02 62 1 1 2 4 2 4 3 3 2 5 2 1 1 2 2 名 鼠 既 臥 虫 軌 名 琴   F O 4 4 9 臼
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付
表
：
財
・
サ
ー
ビ
ス
1単
位
あ
た
り
誘
発
CO
2排
出
量
(k
g-
CO
2/
19
95
年
生
産
者
価
格
表
示
10
0万
円
)

部
門
番
号
  
 
 
 
部
門
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生
産
過
程
 消
 過
程
 
 
合
計
 
部
門
番
号
 
部
門

生
産
過
程
 
消
費
過
程
 
 
合
計

鑑 畿 號 血 擺 櫑 號 鵬 櫑 媼 鑑 ㎜ 謝 姐 鑑 嬲 櫑1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

冷
凍
調
理
食
品

レ
ト
ル
ト
食
品

そ
う
菜
・
す
し
・
弁
当

学
校
給
食
(国
公
立
)★
★

学
校
給
食
(私
立
)★

そ
の
他
の
食
料
品

清
酒
ビ
ー
ル

添
加
用
ア
ル
コ
ー
ル

ウ
ィ
ス
キ
ー
類

そ
の
他
の
酒
類

茶
・
コ
ー
ヒ
ー

清
涼
飲
料

製
氷

飼
料

有
機
質
肥
料
(除
別
掲
)

た
ば
こ

製
糸

紡
績
糸

綿
・
ス
フ
織
物
(含
合
繊
短
織
物
)

絹
・
人
絹
織
物
(含
合
繊
長
織
物
)

毛
織
物
・
麻
織
物
・
そ
の
他
の
織
物

ニ
ッ
ト
生
地

染
色
整
理

綱
・
網
じ
ゅ
う
た
ん
・
床
敷
物

繊
維
製
衛
生
材
料

そ
の
他
の
繊
維
工
業
製
品

織
物
製
衣
服

ニ
ッ
ト
製
衣
服

嬲 欝 嬲 驪 癬 繆 温 濫 鍛 鴈 鯔 隅 纒 鰐 脚 膿

2 2 1 1 1 2 1 1 7 1 2 1 2 4 2 2  2 3 4 4 3 3 6 4 3 2 3 2 2

嬲 欝 嬲 鰯 癬 鰯 鴛 濫 瑞 鷹 鯔 郷 纒 影 嬲 幽

2 2 1 1 1 2 1 1 7 1 2 1 2 4 2 2  2 3 4 4 3 3 6 4 3 2 3 2 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

飜 ㎜ 繍 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 攤 ㎜

そ
の
他
の
衣
服
・
身
の
回
り
品

寝
具
そ
の
他
の
繊
維
既
製
品

製
材

合
板
木
材
チ
ッ
プ

そ
の
他
の
木
製
品

木
製
家
具
・
装
備
品

木
製
建
具

金
属
製
家
具
・
装
備
品

パ
ル
プ

洋
紙
・
和
紙

板
紙

段
ボ
ー
ル

塗
工
紙
・
建
設
用
加
工
紙

段
ボ
ー
ル
箱

そ
の
他
の
紙
製
容
器

紙
製
衛
生
材
料
・
用
品

そ
の
他
の
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品

新
聞

印
刷
・
製
版
・
製
本

出
版
ア
ン
モ
ニ
ァ

化
学
肥
料

ソ
ー
ダ
エ
業
製
品

無
機
顔
料

圧
縮
ガ
ス
・
液
化
ガ
ス

塩 そ
の
他
の
無
機
化
学
工
業
製
品

石
油
化
学
基
礎
製
品

鑑 騾 温 嬲 鼎 錫 灘 嬲 嬲 貿 伽 螂 驪 嬲 嬲 驪

3 2 2 1 2 1 1 1 2 3 6 5 4 8 5 4 4 4 4 3 2 2 6 0 1 8 9 4 8 1

          1 1 1         6 1 2   2  1
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付
表
：
財
・
サ
ー
ビ
ス
1単
位
あ
た
り
誘
発
CO
2排
出
量
(k
g-
CO
2/
19
95
年

生
産
者
価
格
表
示
10
0万
円
)

。
門
番
号
。
門
 

 
 
  
過
消
過
 

口
言
。
門
番
号
。
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
製
品

過

皿 鑑 灘 鑑 跏 擺 櫑 櫑 血 揚 鑑 跏 鑑 蟹 血 媼 血 血

 ヨ  ヨ ヨ    ヨ    る る ら ワ リ                ロ イ フ ロ ロ イ                                                     よ   よ                          

り よ  ユ                                 ユ

20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 21 21 21 21 21 21

石
油
化
学
系
芳

脂
肪
族
中
間
物

環
式
中
間
物

合
成
ゴ
ム

メ
タ
ン
誘
導
品

油
脂
加
工
製
品

可
塑
剤

合
成
染
料

そ
の
他
の
有
機
化
学
工
業
製
品

熱
硬
化
性
樹
脂

熱
可
塑
性
樹
脂

高
機
能
性
樹
脂

そ
の
他
の
合
成
樹
脂

レ
ー
ヨ
ン
・
ア
セ
テ
ー
ト

合
成
繊
維

医
薬
品

石
け
ん
・
合
成
洗
剤
・
界
面
活
性
剤

化
粧
品
・
歯
磨

塗
料

印
刷
イ
ン
キ

写
真
感
光
材
料

農
薬
ゼ
ラ
チ
ン
・
接
着
剤

そ
の
他
の
化
学
最
終
製
品

揮
発
油
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
油

灯
油

軽
油
A重
油

'B
重
油

70 95 50 96 14 76 44 70 42 86 09 01 73 79 96 87 17 56 10 58 76 20 必 24 45 45 45 45 45 45

4 β β 4 4 4 β β ρ β 冷 1 2 μ β 4 β 4 2 4 β π β 7 β β β β β β

10 13 10 11 9 3 9 7 11 6 9 6 11 12 8 2 3 2 4 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4

鸛 鰡 幽 嬲 澀 鐺 澗 驪 欝 鰹 灑 繩 脚 彊 磯 驪 瀰

-0 13 10 n 9 3 9 7 n 6 9 6 11 12 8 2 3 2 4 4 3 4 4 4 35 42 30 55 54 66

                         1 ⊥ 1 ⊥   1 ⊥ 1 ⊥

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 9 3 8 0 8

                        10 90 21 48 67 10

                        1 7 ・ ρ 0 ¶ ⊥ 0 り 9 自                        0 0 3 2 5 4 ρ 0                         霊 ⊥ 1 ⊥   1 ⊥ 1 ⊥

㎝ 器 器 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 器 ㎜ ㎜ ㎜ 器 ㎜ ㎝ ㎜ 器 ㎜ 黜 ㎜ ㎜ 繖

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 3 3 3 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

C重
油

ナ
フ
サ

液
化
石
油
ガ
ス

オ
イ
ル
コ
ー
ク
ス

コ
ー
ク
ス

練
炭

豆
炭

粗
ベ
ン
ゾ
ー
ル

コ
ー
ル
タ
ー
ル

コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス

舗
装
材
料

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ

ゴ
ム
製
履
物

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
履
物

そ
の
他
の
ゴ
ム
製
品

革
製
履
物

製
革
・
毛
皮

か
ば
ん
・
袋
物
・
そ
の
他
の
革
製
品

板
ガ
ラ
ス
・
安
全
ガ
ラ
ス

ガ
ラ
ス
繊
維
・
同
製
品

そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
製
品

セ
メ
ン
ト

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

セ
メ
ン
ト
製
品

陶
磁
器

耐
火
物

そ
の
他
の
建
設
用
土
石
製
品

炭
素
・
黒
鉛
製
品

研
磨
材

號 覊 嬲 嬲 瓣 粥 嬲 鶚 幾 驪 黜 譜 鸚 嬲 騾 謁

4 4 4 4 四 四 79 79 79 79 3 3 4 1 2 3 1 2 1 5 6 7 08 23 10 4 8 8 6 3

                      1

甜
程
過
費
消

1 6 3 0 3 3 2 5 6 3

2 1 1 6 3 1 1 2 3 1

巍 糴 艦 郷 鎹 粥 嬲 驪 幾 驪 蹴 譜 娚 嬲 騾 誣

5 9 8 0 4 1 0 8 9 4 3 3 4 1 2 3 1 2 1 5 6 7 8 3 0 4 8 8 6 3

0 9 臼 1

1

08 98 26 59 26 48 59 42 78 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 5 3 8 4 7 4 5 2

1 5 4 6 4 1 0 8 9 4

1 6 3 9 5 5 4 7 8 5
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付
表
：
財
・
サ
ー
ビ
ス
1単
位
あ
た
り
誘
発
CO
2排
出
量
(k
g-
CO
2/
19
95
年
生
産
者
価
格
表
示
10
0万
円
)

。
門
番
号
 
部
門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生
産
過
程
 
消
費
過
程
 
 
合
計
 
部
門
番
号
 
部
門

生
産
過
程
 
消
費
過
程
 
 
合
計

鵬 畿 黷 搬 鑑 血 擺 蹴 搬 鸚 擺 跏 嬲 鑑 搬 搬 嬲9 1 1 1 1 2 2 2 2 3 3 3 4 4 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 1 9 9 9

5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 8 8 8 8 8

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

そ
の
他
の
窯
業
・
土
石
製
品

錨 フ
ェ
ロ
ア
ロ
イ

粗
鋼
(転
炉
)

粗
鋼
(電
気
炉
)

熱
間
圧
延
鋼
材

鋼
管

冷
間
仕
上
鋼
材

め
っ
き
鋼
材

鋳
鍛
鋼

鋳
鉄
管

鋳
鉄
品
及
び
鍛
工
品
(鉄
)

鉄
鋼
シ
ャ
ー
ス
リ
ッ
ト
業

そ
の
他
の
鉄
鋼
製
品

銅 鉛
・
亜
鉛
(含
再
生
)

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
(含
再
生
)

そ
の
他
の
非
鉄
金
属
地
金

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル

光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル

伸
銅
品
ア
ル
ミ
圧
延
製
品

非
鉄
金
属
素
形
材

核
燃
料

そ
の
他
の
非
鉄
金
属
製
品

建
設
用
金
属
製
品

建
築
用
金
属
製
品

ガ
ス
・
石
油
機
器
及
び
暖
厨
房
機
器

ボ
ル
ト
・
ナ
ヅ
ト
・
リ
ベ
ヅ
ト
及
び
ス
プ
リ
ン
グ

金
属
製
容
器
及
び
製
缶
板
金
製
品

姐 56 詛 肪 E oo 例 訂 80 娼 π 肛 a E 遷 98 望 勿 04 09 95 肝 盟 詔 凱 輿 % 菊 跖

6 2 1 2 1 4 6 9 8 1 0 3 0 6 9 5 6 9 3 6 6 6 1 6 2 7 1 3 4 2

8 6 1 6 8 2 2 3 8 2 4 9 0 8 2 2 5 2 2 2 2 2 3 1 2 5 3 4 5 41 6 3 3 1 2 1 1  1 1 1 1   1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 6 2 5 2 0 1 7 0 5 7 1 1 2 8 8 7 1 4 4 9 5 7 2 3 1 4 5 5 5

磁 % 捻 認 n 如 69 95 認 n m お 06 矼 飢 59 66 胆 詛 60 60 69 m 硯 跖 η P 認 墓

18 66 31 36 18 22 12 13 8 12 14 19 10 8 2 12 5 2 2 2 2 2 3 1 2 5 3 4 5 4

3 9 1 2 3 1 1 1 2 9 1 1 1 1 2 1 2 3 4 9 1 2 9 1 9 1 1 2 3 1

90 90 10 10 10 20 30 90 90 90 10 20 30 如 如 90 90 90 90 90 10 10 10 10 10 20 10 10 10 209 9 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 1 1 1 1 1 1 1

8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 2 2 2

2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

配
管
工
事
付
属
品
・
粉
末
冶
金
製
品
・
道
具
類

そ
の
他
の
金
属
製
品

ボ
イ
ラ

タ
ー
ビ
ン

原
動
機

運
搬
機
械

冷
凍
機
・
温
湿
調
整
装
置

ポ
ン
プ
及
び
圧
縮
機

機
械
工
具

そ
の
他
の
一
般
産
業
機
械
及
び
装
置

鉱
山
・
土
木
建
設
機
械

化
学
機
械

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

金
属
工
作
機
械

金
属
加
工
機
械

農
業
機
械

繊
維
機
械

食
料
品
加
工
機
械

半
導
体
製
造
装
置

そ
の
他
の
特
殊
産
業
機
械

金
型
ベ
ア
リ
ン
グ

そ
の
他
の
一
般
機
絨
器
具
及
び
部
品

複
写
機
そ
の
他
の
事
務
用
機
械

サ
ー
ビ
ス
用
機
器

電
気
音
響
機
器

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
受
信
機

ビ
デ
オ
機
器

民
生
用
電
気
機
器

必 50 91 64 33 69 85 36 69 53 18 27 22 93 08 45 50 06 46 94 69 99 09 96 01 60 28 96 96 52

8 4 6 5 5 7 5 9 3 2 6 5 9 6 5 4 8 3 1 3 6 8 5 8 7 8 6 6 5 0

3 3 2 2 3 2 2 3 3 3 3 2 1 2 2 3 2 3 2 2 3 4 3 1 1 1 1 1 1 2

必 50 91 磁 33 69 85 36 69 53 18 27 22 93 08 45 50 06 46 94 69 99 09 96 01 60 28 96 96 52

8 4 6 5 5 7 5 9 3 2 6 5 9 6 5 4 8 3 1 3 6 8 5 8 7 8 6 6 5 0

3 3 2 2 3 2 2 3 3 3 3 2 1 2 2 3 2 3 2 2 3 4 3 1 1 1 1 1 1 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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付
表
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財
・
サ
ー
ビ
ス
1単
位
あ
た
り
誘
発
CO
2排
出
量
(k
gト
CO
2/
19
95
年
生
産
者
価
格
表
示
10
0万
円
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部
門
番
号
  
 
 
 
部
門
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生
産
過
程
 消
費
過
程
  
合
計
 
部
門
番
号
 
部
門

電
子
計
算
機
本
体

電
子
計
算
機
付
属
装
置

有
線
電
気
通
信
機
器

無
線
電
気
通
信
機
器

そ
の
他
の
電
気
通
信
機
器

電
子
応
用
装
置

電
気
計
測
器

半
導
体
素
子
・
集
積
回
路

電
子
管

液
晶
素
子

磁
気
テ
ー
プ
・
磁
気
デ
ィ
ス
ク

そ
の
他
の
電
子
部
品

回
転
電
気
機
械

開
閉
制
御
装
置
及
び
配
電
盤

変
圧
器
・
変
成
器

そ
の
他
の
産
業
用
重
電
機
器

電
気
照
明
器
具

電
池

電
球
類

配
線
器
具

内
燃
機
関
電
装
品

そ
の
他
の
電
気
機
械
器
具

乗
用
車

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
そ
の
他
の
自
動
車

二
輪
自
動
車

自
動
車
車
体

自
動
車
用
内
燃
機
関
・
同
部
分
品

自
動
車
部
品

鋼
船
そ
の
他
の
船
舶

生
産
過
程
 
消
費
過
程
 
 
合
計

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 黜 鑼 ㎜ 鑼 鑼 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 黜 鑼 ㎜ ㎜

羅 器 躍 擺 鸛 攤 鑼 嬲 櫞 攤 鄲 期 搬 嬲 獵 嬲
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欝 血 m 鑑 践 櫑 諸 嬲 搬 鑑 畿 蠅 嬲 揚 鑑 血 殺

嬲 驪 嬲 嬲 詔 溯 嬲 嬲 嬲 嬲 蹴 嬲 猯 姐 鎧 雛

舶
用
内
燃
 
関

船
舶
修
理

鉄
道
車
両

鉄
道
車
両
修
理

航
空
機

航
空
機
修
理

自
転
車

そ
の
他
の
輸
送
機
械

カ
メ
ラ

そ
の
他
の
光
学
機
械

時
計

理
化
学
機
械
器
具

分
析
器
・
試
験
：機
・
計
量
器
・
測
定
器

医
療
用
機
械
器
具

玩
具

運
動
用
品

楽
器

情
報
記
録
物

筆
記
具
・
文
具

身
辺
細
貨
品

畳
・
わ
ら
加
工
品

武
器

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

住
宅
建
築
(木
造
)

住
宅
建
築
(非
木
造
)

非
住
宅
建
築
(木
造
)

非
住
宅
建
築
(非
木
造
)

建
設
補
修

道
路
関
係
公
共
事
業

河
川
・
下
水
道
・
そ
の
他
の
公
共
事
業

櫞 欄 嬲 嬲 嬲 黷 齠 擺 嬲 嬲 聯 塒 雛 孅 鶲 嬲

92 03 28 98 04 97 89 43 99 03 15 11 η 60 49 08 86 82 42 59 53 37 如 01 33 41 54 58 05 勿

颱 雛 訂 釦 坊 7 耶 跚 玲 卑 坊 耶 耶 娼 鰺 即 耶 η η η 瑠 η 翆 耶 即 玲 恥 % 銅 蘭
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：
財
・
サ
ー
ビ
ス
1単
位
あ
た
り
誘
発
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出
量
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g・
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年

生
産
者
価
格
表
示
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円
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消
費
過
程
 
 
合
計
 
部
門
番
号
 
部
門

攤 鑼 ㎜ ㎜ 鞴 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 黜 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

辰
 
関
系
Zi
ハ

鉄
道
軌
道
建
設

電
力
施
設
建
設

電
気
通
信
施
設
建
設

そ
の
他
の
土
木
建
設

事
業
用
電
力

自
家
発
電

都
市
ガ
ス

熱
供
給
業

上
水
道
・
簡
易
水
道

工
業
用
水

下
水
道
★
★

廃
棄
物
処
理
(公
営
)★
★

廃
棄
物
処
理
(産
業
)

卸
売
小
売

金
融

生
命
保
険

損
害
保
険

不
動
産
仲
介
・
管
理
業

不
動
産
賃
貸
業

住
宅
賃
貸
料

鉄
道
旅
客
輸
送

鉄
道
貨
物
輸
送

ノ
滞ス

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

道
路
貨
物
輸
送

自
家
用
旅
客
自
動
車
輸
送

自
家
用
貨
物
自
動
車
輸
送

外
洋
輸
送

生
産
過
程
 
消
費
過
程
 
 
合
計

癬 嬲 灘 麗 嬲 翻 靉 齢 摺 嬲 襴 巍 霧 譫 揚 禍3 3 2 2 3 23 99 10 2 2 5 19 12 L     2 3 2 5 3 10 11 n

辭 嬲 懿 鰯 嬲 緇 靉 鑑 擢 幾 鵬 魏 霧 譫 揚 窺

3 3 2 2 3 23 99 23 10 2 2 5 19 12 L     2 3 2 5 3 10 11 11
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港
湾
運
送

航
空
輸
送

貨
物
輸
送
取
扱

倉
庫
こ
ん
包

道
路
輸
送
施
設
提
供

水
運
施
設
管
理
★
★

そ
の
他
の
水
運
付
帯
サ
ー
ビ
ス

航
空
施
設
管
理
(国
公
営
)★
★

航
空
施
設
管
理
(産
業
)

そ
の
他
の
航
空
付
帯
サ
ー
ビ
ス

旅
行
・
そ
の
他
の
運
輸
付
帯
サ
ー
ビ
ス

郵
便

国
内
電
気
通
信
(除
移
動
通
信
)

移
動
通
信

国
際
電
気
通
信

そ
の
他
の
通
信
サ
ー
ビ
ス

公
共
放
送

民
間
放
送

有
線
放
送

公
務
(中
央
)★
★

公
務
(地
方
)★
★

学
校
教
育
(国
公
立
)★
★

学
校
教
育
(私
立
)★

社
会
教
育
(国
公
立
)★
★

社
会
教
育
(非
営
利
)★

そ
の
他
の
教
育
訓
練
機
関
(国
公
立
)★
★

そ
の
他
の
教
育
訓
練
機
関
(産
業
)

自
然
科
学
研
究
機
関
(国
公
立
)★
★

蜘 轢 髏 ㎜ 擺 攤 鑿 灘 ㎜ 鞳 畿 攤
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82 82 82 82 82 82 83 83 83 83 83 83 83 83 83 83 84 84 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85

人
 
科
学
研
究
機
関
(国
公
立
)★
★

自
然
科
学
研
究
機
関
(非
営
利
)★

人
文
科
学
研
究
機
関
(非
営
利
)★

自
然
科
学
研
究
機
関
(産
業
)

人
文
科
学
研
究
機
関
(産
業
)

企
業
内
研
究
開
発

医
療
(国
公
立
)

医
療
(公
益
法
人
等
)

医
療
(医
療
法
人
等
)

保
健
衛
生
(国
公
立
)★
★

保
健
衛
生
(非
営
利
)★

保
健
衛
生
(産
業
)

社
会
保
険
事
業
(国
公
立
)★
★

社
会
保
険
事
業
(非
営
利
)★

社
会
福
祉
(国
公
立
)★
★

社
会
福
祉
(非
営
利
)★

対
企
業
民
間
非
営
利
団
体

対
家
計
民
間
非
営
利
団
体
(除
別
掲
)★

広
告

情
報
サ
ー
ビ
ス

ニ
ュ
ー
ス
供
給
・
興
信
所

物
品
賃
貸
業
(除
貸
自
動
車
)

貸
自
動
車
業

自
動
車
修
理

機
械
修
理

建
物
サ
ー
ビ
ス

法
務
・
財
務
・
会
計
サ
ー
ビ
ス

土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス

労
働
者
派
遣
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

9 7 2 4 6 4 4 8 2 7 2 8 2 1 7 4 9 9 7 2 7 8 6 8 8 2 2 5 9 7

0 7 5 7 6 6 3 1 6 9 7 8 3 4 1 1 7 9 4 1 8 0 1 9 4 1 7 9 3 8
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画
・
ビ
ァ
オ
制
作
・
配
給

映
画
館

劇
場
・
興
行
場

遊
戯
場

競
輪
・
競
馬
等
の
競
走
場
・
競
技
団

ス
ポ
ー
ツ
施
設
提
供
業
・
公
園
・
遊
園
地

興
行
団

そ
の
他
の
娯
楽

一
般
飲
食
店
(除
喫
茶
店
)

喫
茶
店

遊
興
飲
食
店

旅
館
・
そ
の
他
の
宿
泊
所

洗
濯
・
洗
張
・
染
物
業

理
容
業

美
容
業

浴
場
業

写
真
業

冠
婚
葬
祭
業

各
種
修
理
業
(除
別
掲
)

個
人
教
授
所

そ
の
他
の
対
個
人
サ
ー
ビ
ス

事
務
用
品

分
類
不
明

3 6 6 4 0 5 2 8 2 0 3 6 8 5 6 5 8 6 4 9 8 8 0

09 58 32 22 00 24 13 05 85 99 53 03 83 95 87 48 14 88 88 98 32 26 77

1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1   4 1 1 1  1 4 1

93 86 26 24 00 45 32 58 52 90 33 36 38 55 76 85 48 86 84 89 28 68 η0 5 3 2 0 2 1 0 8 9 5 0 8 9 8 4 1 8 8 9 3 2 7

1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1   4 1 1 1  1 4 1
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